
教員に求められる資質能力

学び続ける教師のために
～神奈川の教員育成スタンダード～

○教職に対する責任感、探究力、

教職生活全体を通じて自主的

に学び続ける力

・使命感 ・責任感 ・教育的愛情

○専門職としての高度な知識・技能

・教科や教職に関する高度な専門的知識

・新たな学びを展開できる実践的指導力

・教科指導、生徒指導、学級経営等を的

確に実践できる力

○総合的な人間力

・豊かな人間性や社会性

・コミュニケーション力

・同僚とチームで対応する力

・地域等と連携・協働する力

このスタンダードは・・・

教員として身に付けておくべき資質能力を、到達段階を測る評価基準の形ではなく、実現状況

を見る評価規準の形で示したものです。３つのステージ「Ａ開発期」「Ｂ充実期」「Ｃ発展期」

に分けて示してあります。

出典：教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について

～平成 年８月 日 中央教育審議会答申～（説明用資料）

教員の仕事は、日々の子ども達の対応に追われがちです。時には自分の実践や学びを振り返っ

てみましょう。そして、自分の強み（実現されている項目）と自分の課題（まだ十分に実現され

ていない項目）をとらえ直してみましょう。それが、今後のさらなる成長につながるはずです。

教員に求められる資質能力は多岐にわたります。それらを着実に身に付けていくためには、年

度ごとの重点目標を設定していくことが効果的です。課題の克服という視点はもとより、自分の

強みをさらに生かすという視点も、目標の設定には大切です。

平成 年３月

教員生活全体を通じた教員育成の在り方検討会

＜振り返りのために＞

＜目標の明確化のために＞

問い合わせ先
神奈川県教育委員会教育局支援部子ども教育支援課

〒 横浜市中区日本大通 電話（ ） （内線）
横浜国立大学教育人間学部附属教育デザインセンター

〒 横浜市保土ヶ谷区常盤台 電話（ ）

１年ごとに自分を振り返り、重点課題を設定しましょう。

記入日＜ 年 月 日＞

職員番号 氏名

記入日＜ 年 月 日＞

記入日＜ 年 月 日＞

教員生活全体を通じた教員育成の在り方検討会 
神奈川県公立小学校長会・教頭会、神奈川県公立中学校長会・教頭会 
神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会、川崎市教育委員会、相模原市教育委員会、横須賀市教育委員会 
横浜国立大学教育人間科学部附属教育デザインセンター 



領
域

Ａ　開発期 Ｂ　充実期 Ｃ　発展期

(1) 教職への熱意
自己研鑽に努め、自主的に学び続けるとともに、児童・生徒に
対する責任感や深い愛情をもっている

教師としての自分の実践を振り返り、課題と成果をとらえ直
し、今後の実践に生かそうとしている

自己の立場や責任を自覚し、これまで学び続けたことを生かし
て、中核的存在として学校をまとめ、支えようとしている

(2) 社会性・同僚性
礼儀と規律を重んじ、児童・生徒、保護者や教職員との信頼関
係を築こうとしている

(3) 法令遵守
教育公務員としての自己の使命を自覚し、法令・規則を遵守し
ている

(4) 人権感覚

(5) コミュニケーション能力

(6) 健康管理 健康的な生活習慣を維持し、自己の健康管理を行っている

(1) 学習指導要領の理解

(2) カリキュラム・マネジメント
カリキュラム・マネジメントはすべての教員が行うべき重要な
仕事であることを理解している

教育活動におけるＰＤＣＡサイクルの大切さ、地域教育資源の
活用、教科横断的な学習指導の必要性を理解している

(3) 指導と評価の一体化
教材研究をもとに授業を計画・実践し、評価を生かして授業改
善に努めている

十分な教材研究と児童・生徒の実態を踏まえて授業を計画・実
践するとともに、評価を生かして授業改善に努めている

「社会に開かれた教育課程」という観点から、児童・生徒が教育課
程を介して社会や世界との接点をもつことの大切さを理解している

児童・生徒の学習状況に応じた適切な指導と評価を行い、その成果
と課題を校内に発信して自校の教科指導力の向上を図っている

(4) 授業研究の推進

(5) ＩＣＴの活用

(1) 学級経営

(2) 学年経営
学習の進度や学年行事、児童・生徒への対応等について、学年
で連携して取り組んでいる

(3) 児童・生徒の理解
児童・生徒の発達の段階とその特徴を踏まえ、一人ひとりの個
性を理解して日々の教育活動に取り組んでいる

児童・生徒の発達の段階とその特徴を踏まえ、一人ひとりの個
性を理解し、さまざまな指導法を用いて効果を上げている

児童・生徒の発達の段階とその特徴を踏まえ、一人ひとりの個
性を理解し、組織的かつ計画的な指導を推進している

(4) 人権教育

(5) インクルーシブ教育

(6) 特別支援教育

(7) 教育相談

(8) いじめ・暴力行為・不登校

(9) 健康・安全教育

(10) キャリア教育

(1) 学校組織マネジメント
組織の必要性について理解し、組織の一員としての自覚をも
ち、その役割を果たそうとしている

学校における教育活動の中で、ミドルリーダーとしての自覚を
もって行動している

学校経営の中核として、学校教育目標に即した企画を立案し、
学校運営が円滑に行われるよう努めている

(2) 人材育成 年次研修や同僚教員から積極的に学び、実践に生かしている
中堅教員としての役割を意識し、経験の浅い教員を積極的に支
援している

教育力の継承と発展を意識し、経験の浅い教員をサポートする
ためのOJTの活性化を図っている

(3) 危機管理
学校における様々な危機について理解し、安全・安心を基盤と
した対応をすることができる

(4) 保護者や地域等との連携

(5) チーム学校づくり
学校内の同僚性を高め、教職員が一体になって教育活動に当た
ることの重要性を理解し、取り組んでいる

スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーなど、教
職員以外の人材も活用して教育活動に当たることの重要性を理
解し、取り組んでいる

学校に関わる多様な人材がそれぞれの能力を発揮して児童・生
徒の教育活動に当たれるよう、リーダーシップを発揮してコー
ディネートを行っている

Ⅱ
教
科
等
の
指
導
と
評
価

学習指導要領の趣旨を理解し、児童・生徒の実態を把握した上で目標を明確にして指導している

児童・生徒を中心に位置付けた授業の在り方や、学習指導の改善の大切さについて理解して、継続的に授業改善に取り組んでいる

ICT活用、情報教育について、その効果と課題を理解するとともに、学校全体の情報化を推進している

Ⅲ
児
童
・
生
徒
指
導

一人ひとりの個性を理解した受容的な学級の雰囲気をつくり、児童・生徒が互いに協力し合い、高め合える集団を育てている

常に学年の様子に気を配り、学年の共通理解のもとに、学習指導や児童・生徒指導等において適切に対処・指導している

児童・生徒の人権に関わる諸課題について問題意識をもって取り組み、校内組織や関係機関と連携しながら人権教育を推進している

Ⅳ
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

危機管理について深く理解し、安全・安心の意識や具体策をもち、事故等に対しては適切に対処することができる

地域に根ざす学校という意識のもと、保護者や地域等との連携や協働の必要性を理解し、行動している

神奈川の支援教育及びインクルーシブ教育の推進について理解し、インクルーシブな学校づくりに向けて努力している

児童・生徒の障害の特性を理解し、一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導内容・方法で個に応じた指導を行っている

教育相談の重要性を理解し、児童・生徒に対してそれぞれの状況や状態に応じた成長への援助を行っている

いじめ・暴力行為・不登校などの未然防止のための指導に力を注ぐとともに、早期発見・早期対応を心がけた組織的な対処を行っ
ている

アレルギー等を含む日常生活全般における健康増進・安全確保のために必要な事項について理解し、事故防止の意識を高くもって健康・安全教育に取り組んでいる

児童・生徒が自分らしい生き方を追求する学習の重要性について理解し、学校の教育計画に基づいて実践している

学び続ける教師のために（神奈川の教員育成スタンダード）

　　　　○児童・生徒・保護者に信頼される教員 　　　　○子どもの学びを支える教員 　　　　○常に学び続ける教員 　　　　○「チーム学校」を意識しながら仕事に取り組むことのできる教員

観点

Ⅰ
基
盤
的
資
質

法令・規則を自ら遵守するとともに、他の教員に指導助言を行っている

命の大切さや生命の尊厳などを踏まえ、一人ひとりの人権を尊重することや、児童・生徒の自己肯定感をはぐくむことの必要性を理解している

周囲の状況や相手の思いをくみ取り、共感的に理解するとともに、自分の考えを適切に伝えようとしている

自己の心身の状況を的確にとらえ、それに応じた健康管理を行うとともに、同僚の健康にも配慮し、働きやすい職場環境の実現に
努めている

教職における同僚性の大切さと、それを高めていく方策について考察し、学校の教育力の向上に生かそうとしている

教員の目指す姿

いじめ・暴力行為・不登校などへの認識をしっかりともち、問題が生じた場合
には一人で抱え込まず周囲に相談して適切に対応することができる


